
県央圏域
県管理河川に関する減災対策協議会

（フォローアップ）

【資料１】

・平成29年度の実施状況
・平成30年度の実施予定



項 目 １．想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図の作成・周知

内 容
H29年度取組 ー

H30年度予定 ー （Ｈ３０取組み予定）

取組機関 島根県

計画規模降雨の浸水想定区域図 例）静間川
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対象河川 関係市町村 作成着手年次

1 意宇川 松江市 平成２９年度

2 飯梨川 安来市 平成３０年度

3 伯太川 安来市 平成３０年度

4 斐伊川 雲南市 平成３０年度

5 赤川 雲南市 平成３０年度

6 三刀屋川 雲南市 平成３０年度

7 久野川 雲南市 平成３０年度

8 静間川 大田市
平成３１年度

→平成３０年度

9 三瓶川 大田市
平成３１年度

→平成３０年度

10 敬川 江津市 平成３０年度

11 八戸川 江津市 平成３０年度

12 浜田川 浜田市 平成３１年度

13 周布川 浜田市 平成３１年度

14 下府川 浜田市 平成３１年度

15 三隅川 浜田市 平成３１年度

16 益田川 益田市 平成２９年度

17 津和野川 津和野町 平成２９年度

18 高津川 吉賀町 平成２９年度

19 八尾川 隠岐の島町 平成３０年度

□県管理河川の洪水浸水想定区域図策定スケジュール

「洪水予報河川」： 流域面積が大きく、洪水により相当な損害が生じる恐れがあり、
水位等の予測が技術的に可能な河川

「水位周知河川」： 洪水予報河川以外で、洪水により相当な損害が生じる恐れが
あり、水位の到達情報を周知する河川

浸水想定区域を作成する対象河川

県 洪水予報河川 3河川

県 水位周知河川 17河川

■水害リスク情報等を地域と共有し、命を守るための確実な避難の実現

策定スケジュールは
変更の可能性があります
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項 目 ２．水害ハザードマップの改良・周知

内 容
H29年度取組 ー

H30年度予定 ー

取組機関 大田市

避難場所、避難経路
等の再検討

・ポータルサイトへ登録
現状のハザードマップ

例）三瓶川

国土交通省ハザードマップポータルサイト
身のまわりの災害リスクを調べる

https://disaportal.gsi.go.jp/

・想定最大規模降雨に係る洪水浸水想定区域図を踏まえた水害ハザードマップに改良

- 3 -



項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した水害対応タイムラインの策定

内 容
H29年度取組 洪水予報河川・水位周知河川で水害対応タイムラインを作成に着手

H30年度予定 出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。 実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。

取組機関 大田市、中国地整、気象台、島根県

静間川川合橋観測所
台風の接近・上陸に伴う洪水（前線による洪水）を対象とした、県河川管理区間沿川の市町村の

避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）
河 川 名：静間川
観測所名：川合橋

大田事業所 住民等大田市気象・水象情報

水防団待機水位到達
川合橋水位観測所（水位1.30m）

水防警報（待機）

氾濫注意水位到達
川合橋水位観測所（水位2.20m）

災害準備体制

避難判断水位到達
川合橋水位観測所（水位2.90m）

水位到達情報（氾濫注意情報）

水位到達情報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
川合橋水位観測所（水位3.20m） 水位到達情報（氾濫危険情報）

○水防団指示（待機）

災害警戒体制 （２次動員）

災害警戒体制 （３次動員） 避難勧告

避難準備・高齢者等避難開始

堤防天端水位達成・越流

避難完了

要配慮者避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風説明会（於：松江地方気象台）

○避難が必要な状況が夜間・早朝とな

る場合は、早めに避難準備・高齢者等
避難開始の発令判断

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認

避難開始

○巡視・水防活動状況報告

○休校の判断、体制の確認等

○浸水が予想される要配慮者利用施設
に水到達情報（氾濫注意情報）を伝達

◇台風情報（台風予報）

◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○河川敷での工事の安全確認

○出水時点検（巡視）

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認

○避難の準備（要配慮者以外）

○防災無線、携帯メール等による避難勧
告・避難指示（緊急）の受信

【注意体 制】

【警戒体制】

【非常体制】

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握

○被害状況・調査結果等の公表

○水防団等への注意喚起

○必要に応じ自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認

避難解除

※台風最接近

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する島根県気象情報（随時）

◇強風波浪高潮注意報発表

○ホットライン（松江地方気象台）

水防警報（指示）

◇暴風波浪警報、大雨洪水高潮注意報発表

○ホットライン（松江地方気象台）

○ホットライン（市長）

○気象台記者会見

◇土砂災害警戒情報（大田市）発表

◇記録的短時間大雨情報（大田市）発表

○ホットライン（松江地方気象台） ○ホットライン（市の防災担当者）

※「ホットライン（松江地方気象台）」は、上記の場合
に行うほか、必要と認められれば随時行う。

○支部体制の確認

○維持業者、河川巡視員への情報提供

（市長）
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（市長）

○必要に応じ水防団の退避の指示
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最終的な危険回避行動

氾濫発生

○テレビ、インターネット、携帯メール等に
よる大雨や河川の状況を確認

水防 警報（出動）

H30.5.31作成

川合橋水位観測所（水位1.80m） 水防 警報（準備）

○防災無線、携帯メール等による避難準
備・高齢者等避難開始の受信

水防団出動

○堤防決壊時の住民周知

○必要に応じ、助言の要請

○避難所開設

○要配慮者利用施設に水到達情報
（氾濫警戒情報）等を伝達

○避難が必要な状況が夜間・早朝とな
る場合は、早めに避難勧告の発令判断

○監視体制を強化し、10分毎の

水位、雨量等を確認

○要配慮者利用施設に水到達情報
（氾濫危険情報）を伝達

○総務部長を本部長とし、避難準
備情報等を発令できる体制をとる

○過去の洪水と比較等、洪水
の切迫性の確認

○未避難者の緊急避難

○屋内安全確保（垂直避難）

○防災気象情報により水防情報を
把握。

○ホットライン（市の防災担当者）

○水防団指示（準備） ○樋門・樋管等の操作担当者へ

注意喚起

○河川水位情報及び水防警報（待機、

指示）を消防本部へ伝達

○避難準備・高齢者避難開始を

発令できる体制をとる

○巡視・水防活動状況を把握し、

水防上危険な場合は措置を求め
る

（危機管理室）

○重要水防箇所や危険箇所の位置を

確認し、発令地域を検討

○堤防決壊を覚知した場合は大田土木、所管

警察署等の関係機関に通知

○水位上昇が見込まれる時、災害

警戒本部（1次動員）に入る

○河川水位情報及び水防警報（出動）
を消防本部へ伝達

○関係機関への避難情報伝達

災害警戒体制（２次動員）

〇市長（副市長）を本部長とし、避

難勧告等を発令できる体制をとる

○関係機関への避難情報伝達

○避難所開設の判断

○関係機関への避難情報伝達

災害警戒体制 （４次動員）

○関係機関への避難情報伝達

○ホットライン（事業所長） （市長）

　大田事業所長　川本浩二　　　　　　0854-84-9724
  　                                              （携帯）○○○-○○○○-○○○○

　大田市（　昼　）　秘書係　0854-83-8004

  　        （緊急時）　市    長　楫野弘和　○○○-○○○○-○○○○

    　                      副市長　清水克典　○○○-○○○○-○○○○　（代理者）

　大田事業所長　川本浩二　　　　　　0854-84-9724
  　                                              （携帯）○○○-○○○○-○○○○

　大田市（　昼　）　秘書係　0854-83-8004

  　        （緊急時）　市    長　楫野弘和　○○○-○○○○-○○○○

    　                      副市長　清水克典　○○○-○○○○-○○○○　（代理者）

　大田事業所長　川本浩二　　　　　　0854-84-9724
  　                                              （携帯）○○○-○○○○-○○○○

　大田市（　昼　）　秘書係　0854-83-8004

  　        （緊急時）　市    長　楫野弘和　○○○-○○○○-○○○○

    　                      副市長　清水克典　○○○-○○○○-○○○○　（代理者）

○ホットライン（大田事業所）

○ホットライン（事業所長）

○ホットライン（事業所長）

○市の要請に応じて
災害対策機械の派遣
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項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した水害対応タイムラインの策定

内 容
H29年度取組 洪水予報河川・水位周知河川で水害対応タイムラインを作成に着手

H30年度予定 出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。 実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。

取組機関 大田市、中国地整、気象台、島根県

静間川八日市橋観測所
台風の接近・上陸に伴う洪水（前線による洪水）を対象とした、県河川管理区間沿川の市町村の

避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）
河 川 名：静間川
観測所名：八日市橋

大田事業所 住民等大田市気象・水象情報

水防団待機水位到達
八日市橋水位観測所（水位1.50 m）

水防警報（待機）

氾濫注意水位到達
八日市橋水位観測所（水位2.50 m）

災害準備体制

避難判断水位到達
八日市橋水位観測所（水位2.60 m）

水位到達情報（氾濫注意情報）

水位到達情報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
八日市橋水位観測所（水位3.80 m） 水位到達情報（氾濫危険情報）

○水防団指示（待機）

災害警戒体制 （２次動員）

災害警戒体制 （３次動員） 避難勧告

避難準備・高齢者等避難開始

堤防天端水位達成・越流

避難完了

要配慮者避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風説明会（於：松江地方気象台）

○避難が必要な状況が夜間・早朝とな

る場合は、早めに避難準備・高齢者等
避難開始の発令判断

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認

避難開始

○巡視・水防活動状況報告

○休校の判断、体制の確認等

○浸水が予想される要配慮者利用施設
に水到達情報（氾濫注意情報）を伝達

◇台風情報（台風予報）

◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○河川敷での工事の安全確認

○出水時点検（巡視）

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認

○避難の準備（要配慮者以外）

○防災無線、携帯メール等による避難勧
告・避難指示（緊急）の受信

【注意 体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○被害状況の把握

○被害状況・調査結果等の公表

○水防団等への注意喚起

○必要に応じ自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認

避難解除

※台風最接近

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する島根県気象情報（随時）

◇強風波浪高潮注意報発表

○ホットライン（松江地方気象台）

水防警報（指示）

◇暴風波浪警報、大雨洪水高潮注意報発表

○ホットライン（松江地方気象台）

○ホットライン（市長）

○気象台記者会見

◇土砂災害警戒情報（大田市）発表

◇記録的短時間大雨情報（大田市）発表

○ホットライン（松江地方気象台） ○ホットライン（市の防災担当者）

※「ホットライン（松江地方気象台）」は、上記の場合
に行うほか、必要と認められれば随時行う。

○支部体制の確認

○維持業者、河川巡視員への情報提供

（市長）
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（市長）

○必要に応じ水防団の退避の指示
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最終的な危険回避行動

氾濫発生

○テレビ、インターネット、携帯メール等に
よる大雨や河川の状況を確認

水防警報（出動）

H30.5.31作成

八日市橋水位観測所（水位2.00 m） 水防警報（準備）

○防災無線、携帯メール等による避難準
備・高齢者等避難開始の受信

水防団出動

○堤防決壊時の住民周知

○必要に応じ、助言の要請

○避難所開設

○要配慮者利用施設に水到達情報
（氾濫警戒情報）等を伝達

○避難が必要な状況が夜間・早朝とな
る場合は、早めに避難勧告の発令判断

○監視体制を強化し、10分毎の

水位、雨量等を確認

○要配慮者利用施設に水到達情報

（氾濫危険情報）を伝達

○総務部長を本部長とし、避難準

備情報等を発令できる体制をとる

○過去の洪水と比較等、洪水
の切迫性の確認

○未避難者の緊急避難

○屋内安全確保（垂直避難）

○防災気象情報により水防情報を
把握。

○ホットライン（市の防災担当者）

○水防団指示（準備） ○樋門・樋管等の操作担当者へ

注意喚起

○河川水位情報及び水防警報（待機、

指示）を消防本部へ伝達

○避難準備・高齢者避難開始を

発令できる体制をとる

○巡視・水防活動状況を把握し、
水防上危険な場合は措置を求め
る

（危機管理室）

○重要水防箇所や危険箇所の位置を
確認し、発令地域を検討

○堤防決壊を覚知した場合は大田土木、所管

警察署等の関係機関に通知

○水位上昇が見込まれる時、災害

警戒本部（1次動員）に入る

○河川水位情報及び水防警報（出動）
を消防本部へ伝達

○関係機関への避難情報伝達

災害警戒体制（２次動員）

〇市長（副市長）を本部長とし、避

難勧告等を発令できる体制をとる

○関係機関への避難情報伝達

○避難所開設の判断

○関係機関への避難情報伝達

災害警戒体制 （４次動員）

○関係機関への避難情報伝達

○ホットライン（事業所長） （市長）

　大田事業所長　川本浩二　　　　　　0854-84-9724
  　                                              （携帯）○○○-○○○○-○○○○

　大田市（　昼　）　秘書係　0854-83-8004

  　        （緊急時）　市    長　楫野弘和　○○○-○○○○-○○○○

    　                      副市長　清水克典　○○○-○○○○-○○○○　（代理者）

　大田事業所長　川本浩二　　　　　　0854-84-9724

  　                                              （携帯）○○○-○○○○-○○○○

　大田市（　昼　）　秘書係　0854-83-8004

  　        （緊急時）　市    長　楫野弘和　○○○-○○○○-○○○○

    　                      副市長　清水克典　○○○-○○○○-○○○○　（代理者）

　大田事業所長　川本浩二　　　　　　0854-84-9724
  　                                              （携帯）○○○-○○○○-○○○○

　大田市（　昼　）　秘書係　0854-83-8004

  　        （緊急時）　市    長　楫野弘和　○○○-○○○○-○○○○

    　                      副市長　清水克典　○○○-○○○○-○○○○　（代理者）

○ホットライン（大田事業所）

○ホットライン（事業所長）

○漏水・侵食情報提供

○ホットライン（事業所長）

○市の要請に応じて
災害対策機械の派遣
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項 目 ３．避難勧告等の発令に着目した水害対応タイムラインの策定

内 容
H29年度取組 洪水予報河川・水位周知河川で水害対応タイムラインを作成に着手

H30年度予定 出水期前に連絡調整会議を開催し、関係機関で水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ等の情報を
共有。 実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に応じて見直し。

取組機関 大田市、中国地整、気象台、島根県

三瓶川神田橋観測所
台風の接近・上陸に伴う洪水（前線による洪水）を対象とした、県河川管理区間沿川の市町村の

避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）
河 川 名：三瓶川
観測所名：神田橋

大田事業所 住民等大田市気象・水象情報

水防団待機水位到達
神田橋水位観測所（水位1.30m）

水防警報（待機）

氾濫注意水位到達
神田橋水位観測所（水位2.10m）

災害準備体制

避難判断水位到達
神田橋水位観測所（水位2.50m）

水位到達情報（氾濫注意情報）

水位到達情報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
神田橋水位観測所（水位2.90m） 水位到達情報（氾濫危険情報）

○水防団指示（待機）

災害警戒体制 （２次動員）

災害警戒体制 （３次動員） 避難勧告

避難準備・高齢者等避難開始

堤防天端水位達成・越流

避難完了

要配慮者避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風説明会（於：松江地方気象台）

○避難が必要な状況が夜間・早朝とな

る場合は、早めに避難準備・高齢者等
避難開始の発令判断

○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認

避難開始

○巡視・水防活動状況報告

○休校の判断、体制の確認等

○浸水が予想される要配慮者利用施設
に水到達情報（氾濫注意情報）を伝達

◇台風情報（台風予報）

◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○河川敷での工事の安全確認

○出水時点検（巡視）

○テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象警報等の確認

○避難の準備（要配慮者以外）

○防災無線、携帯メール等による避難勧
告・避難指示（緊急）の受信

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○被害状況の把握

○被害状況・調査結果等の公表

○水防団等への注意喚起

○必要に応じ自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避難
ルートの確認

避難解除

※台風最接近

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングにつ
いては、地域・事象によって、異なります。

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する島根県気象情報（随時）

◇強風波浪高潮注意報発表

○ホットライン（松江地方気象台）

水防警報（指示）

◇暴風波浪警報、大雨洪水高潮注意報発表

○ホットライン（松江地方気象台）

○ホットライン（市長）

○気象台記者会見

◇土砂災害警戒情報（大田市）発表

◇記録的短時間大雨情報（大田市）発表

○ホットライン（松江地方気象台） ○ホットライン（市の防災担当者）

※「ホットライン（松江地方気象台）」は、上記の場合
に行うほか、必要と認められれば随時行う。

○支部体制の確認

○維持業者、河川巡視員への情報提供

（市長）

-72h

-48h

-24h

（市長）

○必要に応じ水防団の退避の指示

-72h

-48h

-24h

-10h
程度

0.5h
程度

1h
程度

-3h
程度

レ
ベ

ル

１

レ
ベ
ル
２
注
意

レ
ベ
ル
３
警
戒

レ
ベ
ル
４
危
険

レ
ベ
ル
５

避難指示（緊急）

最終的な危険回避行動

氾濫発生

○テレビ、インターネット、携帯メール等に
よる大雨や河川の状況を確認

水防警報（出動）

H30.5.31作成

神田橋水位観測所（水位1.70m） 水防警報（準備）

○防災無線、携帯メール等による避難準
備・高齢者等避難開始の受信

水防団出動

○堤防決壊時の住民周知

○必要に応じ、助言の要請

○避難所開設

○要配慮者利用施設に水到達情報
（氾濫警戒情報）等を伝達

○避難が必要な状況が夜間・早朝とな
る場合は、早めに避難勧告の発令判断

○監視体制を強化し、10分毎の

水位、雨量等を確認

○要配慮者利用施設に水到達情報

（氾濫危険情報）を伝達

○総務部長を本部長とし、避難準

備情報等を発令できる体制をとる

○過去の洪水と比較等、洪水
の切迫性の確認

○未避難者の緊急避難

○屋内安全確保（垂直避難）

○防災気象情報により水防情報を
把握。

○ホットライン（市の防災担当者）

○水防団指示（準備） ○樋門・樋管等の操作担当者へ

注意喚起

○河川水位情報及び水防警報（待機、

指示）を消防本部へ伝達

○避難準備・高齢者避難開始を

発令できる体制をとる

○巡視・水防活動状況を把握し、

水防上危険な場合は措置を求め
る

（危機管理室）

○重要水防箇所や危険箇所の位置を

確認し、発令地域を検討

○堤防決壊を覚知した場合は大田土木、所管

警察署等の関係機関に通知

○水位上昇が見込まれる時、災害

警戒本部（1次動員）に入る

○河川水位情報及び水防警報（出動）
を消防本部へ伝達

○関係機関への避難情報伝達

災害警戒体制（２次動員）

〇市長（副市長）を本部長とし、避

難勧告等を発令できる体制をとる

○関係機関への避難情報伝達

○避難所開設の判断

○関係機関への避難情報伝達

災害警戒体制 （４次動員）

○関係機関への避難情報伝達

○ホットライン（事業所長） （市長）

　大田事業所長　川本浩二　　　　　　0854-84-9724

  　                                              （携帯）○○○-○○○○-○○○○

　大田市（　昼　）　秘書係　0854-83-8004

  　        （緊急時）　市    長　楫野弘和　○○○-○○○○-○○○○

    　                      副市長　清水克典　○○○-○○○○-○○○○　（代理者）

　大田事業所長　川本浩二　　 　　　　0854-84-9724
  　                                              （携帯）○○○-○○○○-○○○○

　大田市（　昼　）　秘書係　0854-83-8004

  　        （緊急時）　市    長　 楫野弘和　○○○-○○○○-○○○○

    　                      副市長　清水克典　○○○-○○○○-○○○○　（代理者）

　大田事業所長　川本浩二　　 　　　　0854-84-9724
  　                                              （携帯）○○○-○○○○-○○○○

　大田市（　昼　）　秘書係　0854-83-8004

  　        （緊急時）　市    長　 楫野弘和　○○○-○○○○-○○○○

    　                      副市長　清水克典　○○○-○○○○-○○○○　（代理者）
○市の要請に応じて

災害対策機械の派遣

○ホットライン（事業所長）

○漏水・侵食情報提供

○ホットライン（事業所長）

○ホットライン（大田事業所）
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参考資料
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項 目 ４．洪水時における河川管理者からの情報提供（ホットラインの定着）

内 容
H29年度取組 情報伝達演習の実施

H30年度予定 情報伝達演習の実施

取組機関 大田市、川本町、美郷町、邑南町、島根県

周布川における水位とホットライン（情報伝達）・避難勧告等
（H29.7.4 5）

＜避難状況＞
避難勧告 ５日５：４８ 周布町を含む８町（２８１６世帯、６２８３人）に発令
避難指示 ５日８：１０ 周布町を含む８町（２８１６世帯、６２８３人）に発令
避難状況 避難所へは最大４５６人が避難

水防本部（河川課水防室）の状況

河川に関する情報伝達演習
（H29.4.28）

ホットラインを含めた情報伝達演習を実施
（H30.4.25）

【他事務所での事例】
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容
H29年度取組 次期水防情報システム開発に着手（島根県）

H30年度予定 次期水防情報システム開発実施（島根県）

取組機関 松江地方気象台、島根県

◆次期水防情報システムの開発

現水防システムの課題

①迅速かつ確実な情報伝達に懸念
（操作方法が複雑）

②水害リスクの速やかな予測が困難
③訓練設定機能が複雑、内容が一様
④

改善
①迅速かつ確実な情報伝達の確保
（ⅰ）水防情報の機能一元化
（ⅱ）操作方法が容易で誤配信を防ぐシステム

②水害リスクの予測支援
③実態に近い訓練の支援
④
⑤観測通信設備更新への円滑な対応

◆トップ画面イメージ
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項 目 ５．避難勧告等の発令判断を的確に行うための水防情報提供の充実

内 容
H29年度取組 出水期より、改善された防災気象情報を提供開始（松江地方気象台）

H30年度予定 大雨警報・注意報（浸水害）基準及び洪水警報・注意報基準を改善するための調査を
実施中（松江地方気象台）

取組機関 松江地方気象台、島根県
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項 目 ６．水害リスクの高い箇所を監視する簡易水位計等の整備

内 容
H29年度取組 ー

H30年度予定 島根県／危機管理型水位計の整備
〔大田市：○○川、川本町：○○川、美郷町：○○川、邑南町：○○川〕

取組機関 島根県

簡易型水位計の整備（H30.12頃予定）

凡 例

（既設：黒） （新設：赤）

（雨量計） ：県（河川、ダム）

：県（砂防）

：国交省

（水位計） ：県

：国交省

新設予定；危機管理型水位計
○○川、○○川
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項 目 ７．出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容
H29年度取組 各市広報紙、新聞広報（考える県政）、防災出前講座、水防技術講習会

H30年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施

取組機関 協議会全体

学校や地域での防災知識の普及（島根県）広報おおだ H29.5
（大田市）

• 松江地方気象台は、松江圏域に於いて、

出前講座やワークショップを実施してい
る。

• 防災気象情報の利活用の項目として、水
防災の知識普及も実施している。

防災学習会H29.7.9
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項 目 ７．出前講座や広報紙を活用した防災知識の普及

内 容
H29年度取組 各市広報紙、新聞広報（考える県政）、防災出前講座、水防技術講習会

H30年度予定 新聞広報、出前講座等を継続実施

取組機関 協議会全体

水防技術講習会の開催
（H30.3.18）

江津市総合運動公園において、国・県・市・消防団（江津市、浜田市、川本町、美郷町、邑南町）約200名の参加による
水防技術講習会を開催し、水防に関する知識、技術の習得を図った

【座学状況】 【実習状況】
・積土のう工

・シート張工、竹流し工、月の輪工
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項 目 ８．水害リスクの高い重要水防区域、危険な箇所の共同点検等

内 容
H29年度取組 出水期前に重要水防区域、危険な箇所、水防資機材等について、地元・消防団と確認

（大田市）

H30年度予定 出水期前に重要水防区域、危険な箇所、水防資機材等について、地元・消防団と確認

取組機関 大田市、川本町、美郷町、邑南町、各消防団等、島根県

H30 共同点検案内（H30.6.12）

危険な箇所の点検状況

H29 共同点検（H29.6.13）

央整第１３７８号 

平成３０年５月  日 

 

 
大 田 市 長  様 

（危機管理課） 

 
島根県県央県土整備事務所長 

（大田事業所） 

 

平成３０年度水防県央支部大田地区連絡協議会の開催及び危険箇所の 

巡視について 

 
 このことについて、下記のとおり開催しますので、担当者様の出席についてよろしく

お願いします。 

 なお、出席者については、お手数ですが別紙により６月６日（水）までにメール又は

ＦＡＸにてご報告願います。 

記 

１．水防連絡協議会 

（１）日 時  平成３０年６月１２日（火） １３：３０～１４：３０ 

（２）場 所  大田集合庁舎 ２階「第一会議室」 

（３）議 題  ①水防県央支部大田地区水防計画について 

        ②近年の水防体制状況等について 
２．危険箇所の巡視 

（１）日 時  平成３０年６月１２日（火） １４：３０～１６：００ 

（２）場 所  「笹川」大田市静間町地内（予定） 

（３）その他  ①場所については、変更する場合があります。 

②大田集合庁舎からの移動は各自でお願いします。 

３．参加機関 

    大田警察署、大田市危機管理室、大田市温泉津支所、大田市仁摩支所、 

大田市消防部、大田市消防団、県央県土整備事務所大田事業所 

  

 

 

 
【問い合わせ先】 

島根県県央県土整備事務所 

大田事業所管理課 担当：加藤、平田 

TEL  0854-84-9748  FAX  0854-84-9755 

E-mail: katou-yutaka@pref.shimane.lg.jp 
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項 目 １０．要配慮者利用施設の管理者が策定する避難確保計画作成及び訓練実施の支援

内 容
H29年度取組 対象施設の確認及び計画作成支援

H30年度予定 対象施設に対する説明会の実施、作成支援

取組機関 協議会全体

要配慮者利用施設の避難確保計画作成・点検の流れ避難計画作成状況

◆大田市
<H29.3現在> <H30.3現在>
作成済み 4 施設 6施設
未作成 4 施設 2施設
作成率 50 ％ 75 ％

◆川本町
<H29.3現在> <H30.3現在>
作成済み 0施設 0 施設
未作成 17 施設 17 施設
作成率 0 ％ 0 ％

◆美郷町
<H29.3現在> <H30.3現在>
作成済み 0 施設 0 施設
未作成 0 施設 3 施設
作成率 ―   0 ％

◆邑南町
対象施設無し

※新たな洪水浸水想定が出来た段階で、
再度、対象となる施設数の見直しを行う。
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項 目 １１．河川改修、堆積土砂の撤去等による洪水氾濫を未然に防ぐ対策

内 容
H29年度取組 地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施した

H30年度予定 地元、市町村からの情報提供と、それらを踏まえて優先順位を付けて実施する

取組機関 大田市、川本町、美郷町、邑南町、島根県

H29 伐採・堆積土砂撤去

浚渫後の玉川

河積を阻害している、立木の伐採、堆積土
砂の浚渫を実施

○河川整備状況

県央管内河川整備率 26.6％ 本所 28.0％

県全体 31.1% 大田 24.1％

堆積土砂の撤去状況

凡　例

整備（概ね時間５０ミリ対応）済

未整備

掘削前

掘削後
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項 目 １２．排水施設、排水資機材等の情報を共有

内 容
H29年度取組 島根県水防計画により排水施設、排水機材の情報共有

H30年度予定 島根県水防計画により排水施設、排水機材の情報共有

取組機関 大田市、川本町、美郷町、邑南町、中国地整、島根県

平成３０年度 島根県水防計画抜粋
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項 目 １３．市町村庁舎等の災害拠点施設の自衛水防の推進

内 容
H29年度取組 ー

H30年度予定 ー

取組機関 大田市、島根県

大田市

【現状】
＜大田市立病院（災害拠点病院）（静間川）＞

・洪水浸水想定区域外

＜大田市役所＞
・洪水浸水想定区域外（三瓶川）
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県央圏域県管理河川に関する減災対策協議会　（ 各機関における取組内容の詳細  )
赤字；Ｈ29取組内容

大田市 川本町 美郷町 邑南町 浜田河川国道事務所 松江地方気象台 島根県

■ 水害リスク情報等を地域と共有し、命を守るための確実な避難の実現

平成31年度末まで

・想定最大規模降雨による浸水想定
区域図作成・公表し、関係市へ提供。

・H30～大田市

Ｈ２９取組状況 ―

Ｈ３０取組予定 洪水浸水想定区域図作成に着手

平成33年度末まで

・県の浸水想定区域図公表の後に、ハ
ザードマップの見直し。
・ハザードマップポータルサイトへ登録
し、住民等へ広く周知。
・印刷物の各戸配布

Ｈ２９取組状況 －

Ｈ３０取組予定 －

平成30年度出水期ま
で

・既存の水害対応チェックリストを基に
水害対応タイムラインを作成
・実洪水、情報伝達訓練を踏まえ適宜
見直し

・タイムラインの策定に関する支援

・水害対応タイムラインの確認・調整。
水害対応タイムラインにおいて防災気
象情報を有効に活用する観点から助
言

・既存の水害対応チェックリストを基に
水害対応タイムラインを作成
・実洪水、情報伝達訓練を踏まえ適宜
見直し

Ｈ２９取組状況 適宜見直し
・対象河川の水害対応タイムラインの
作成

・対象河川の水害対応タイムラインの
作成

対象河川の水害対応タイムラインの作
成

Ｈ３０取組予定 適宜見直し
・実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に
応じて見直し

・実洪水・情報伝達訓練を通じ必要に
応じて見直し

実洪水、情報伝達訓練を通じて検証を
行う

平成28年度から継続
実施

・出水期前の情報伝達演習等を通じて
連絡体制の定着を図る

・出水期前の情報伝達演習等を通じて
連絡体制の定着を図る

・出水期前の情報伝達演習等を通じて
連絡体制の定着を図る

・出水期前の情報伝達演習等を通じて
連絡体制の定着を図る

・出水期前の情報伝達演習等を通じる
などにより連絡体制の定着を図る

Ｈ２９取組状況 情報伝達演習の実施 情報伝達演習の実施 県との情報伝達訓練実施（５月１７日） 情報伝達演習の実施

Ｈ３０取組予定 情報伝達演習の実施 情報伝達演習の実施
石見地域中野地区で防災訓練実施予
定

情報伝達演習の実施

平成32年度末まで

・防災気象情報の改善
　〇危険度を色分けした時系列
　〇警報級の可能性の提供
　〇危険度分布（メッシュ情報）の充実

・次期水防情報システムの開発
　〇操作法を改善し迅速な情報提供
　〇観測データの異常値チェック機能
　〇ｽﾏｰﾄﾌｫﾝに対応した情報提供
　〇訓練シナリオの充実
・雨量計、水位計等の更新

Ｈ２９取組状況
・平成29年度出水期より改善された防
災気象情報を提供開始

・次期水防情報システム開発に着手

Ｈ３０取組予定
・大雨警報・注意報（浸水害）基準及び
洪水警報・注意報基準を改善するため
の調査を実施中

・次期水防情報システム開発

4

※洪水時における河川管理者からの情
報提供（ホットラインの定着）

　・出水期前の情報伝達演習等を通じて
連絡体制の定着を図る

静間川、三瓶川

5

※避難勧告等の発令判断を的確に行う
ための水防情報提供の充実

　・次期水防情報システムの開発により
県民向け情報提供の充実等を図る
　・防災気象情報の改善を図り、危険度
やその切迫度を分かりやすく提供

圏域

2

※水害ハザードマップの改良・周知

　・想定最大規模降雨の浸水想定に基
づく水害ハザードマップの改良・周知

対象流域

3

※避難勧告等の発令に着目した水害対
応タイムラインの策定

　・情報伝達演習等を通じ、改善を進め
ながら定着を図る

静間川、三瓶川

平成２８年度公表済

取　組　機　関
備　考主な取組項目 対象 目標時期

※想定最大規模降雨に係る洪水浸水想
定区域図の作成・周知

　・浸水継続時間、家屋倒壊等想定氾濫
区域の設定し公表

静間川、三瓶川
1

【資料２】
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大田市 川本町 美郷町 邑南町 浜田河川国道事務所 松江地方気象台 島根県

取　組　機　関
備　考主な取組項目 対象 目標時期

平成30年度から順次
実施

・水位計の設置が必要な河川、箇所を
河川管理者と検討する。

水位計の設置が必要な河川、箇所を
河川管理者と検討する

・対象河川の有無及び選定を行う。
・水位計の設置が必要な河川、箇所を
河川管理者と検討する。

・モデル河川に簡易水位計を整備し、
効果を検証した上で順次拡大を図る
　〇モデル河川・・・今後調整

Ｈ２９取組状況 － 未実施 未実施 未実施 ―

Ｈ３０取組予定 河川管理者との協議
水位計の設置が必要な河川、箇所を
河川管理者と検討する

水位計の設置が必要な河川、箇所を
河川管理者と検討する

河川管理者と協議し候補地を選定す
る。

検討中

毎年継続実施
・防災出前講座等により防災情報の入
手、活用方法等について周知を図る

小学校、中学校、高校での防災教室
の開催や出前講座の開催により防災
地域の普及を図る

・広報誌等を利用した防災知識の普及
・小・中学校での防災教室や地域での
出前講座の開催により防災地域の普
及を図る

・出前講座や防災講演会、広報誌等を
利用し防災知識の普及を図る。

・防災知識の普及に協力

・出前講座等により防災気象情報の入
手、活用方法等について周知。また、
協議会として防災教育を実施する際に
は講師派遣、資料提供に対応。

・出前講座により水防情報の入手、活
用方法等について周知
・広報紙を活用した防災情報発信

Ｈ２９取組状況
自治会等における出前講座で情報入
手、活用方法の周知を図る

H29.10.19　H29.10.26防災講座 ・広報誌による防災知識の普及

・広報誌による防災知識の普及
（豪雨災害に関する情報掲載　４回）
・自治会単位での出前講座の実施
（豪雨災害に関する備え等について
１１回）

・美郷町沢谷交流センター防災学習回
において、気象に関する出前講座実
施【H29.9.14】

・新聞広報（考える県政）【H29.6.18】
・水防技術講習会【H30.3.18】

Ｈ３０取組予定
自治会等における出前講座で情報入
手、活用方法の周知を図る

H30.6.10出前講座実施予定
・広報誌による防災知識の普及
・連合自治会の防災教室等開催

防災知識の普及に協力 出前講座等 ・新聞広報、出前講座等

平成30年度から
・出水期前に重要水防区域、危険な箇
所、水防資機材等について、河川管理
者・市・消防団等と共同点検

・出水期前に重要水防区域、危険な箇
所、水防資機材等について、河川管理
者・市・消防団等と共同点検

・出水期前に重要水防区域、危険な箇
所、水防資機材等について、河川管理
者・市・消防団等と共同点検

・出水期前に重要水防区域、危険な箇
所、水防資機材等について、河川管理
者・市・消防団等と共同点検

・出水期前に重要水防区域、危険な箇
所、水防資機材等について、河川管理
者・市・消防団等と共同点検

Ｈ２９取組状況 出水期前の共同点検実施 未実施 未実施 未実施 出水期前の共同点検実施

Ｈ３０取組予定 出水期前の共同点検実施 未定 出水期前の共同点検実施 出水期前の共同点検実施

平成32年度から ・水害実績等の周知検討 浸水実績の周知検討等 ・浸水実績等の周知検討 ・浸水実績等の周知検討

・過去の浸水実績や簡易な方法を活
用した浸水想定区域を関係市へ提
供。
・役場等に係る河川を中心に対象河川
を調整

Ｈ２９取組状況 － － － － －

Ｈ３０取組予定 － － － － －

8

※水害リスクの高い重要水防区域、危
険な箇所の共同点検

　・出水期前に重要水防区域、危険な箇
所、水防資機材等について、河川管理
者・市・消防団等と共同点検を実施

静間川、
三瓶川　他

9

※水害危険性の周知促進

　・過去の浸水実績等を把握し、水害ハ
ザードマップ等により住民へ周知
　・水位周知河川に新たに指定する河川
について調整

―

6

※水害リスクの高い箇所を監視する簡
易水位計等の整備

　・県内モデル河川で検証した上で、順
次拡大を図る

圏域

7

※出前講座や広報紙を活用した防災知
識の普及

　・出前講座により水防情報の入手、活
用方法等について周知
　・広報紙を活用した情報発信

圏域
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大田市 川本町 美郷町 邑南町 浜田河川国道事務所 松江地方気象台 島根県

取　組　機　関
備　考主な取組項目 対象 目標時期

■ 要配慮者利用施設における確実な避難

平成28年度から継続
実施

・対象施設の策定状況の把握と策定
に必要な支援の実施

作成に向けた支援の実施
・対象施設の策定状況の把握と策定
に必要な支援の実施

対象無し
・平成28年度施設管理者向け説明会
の開催
・避難確保計画作成に関する支援

・平成28年度施設管理者向け説明会
の開催
・避難確保計画において防災気象情
報を有効に活用する観点から助言

・平成28年度施設管理者向け説明会
の開催
・モデル施設で作成する避難確保計画
を協議会の場で共有
・例）モデル施設で避難確保計画の作
成

Ｈ２９取組状況

【平成30年3月末】
対象施設8施設
（内訳）
避難計画策定済み6施設
避難計画未策定　2施設

作成に向けた支援の実施 作成に向けた支援の実施 対象無し
・要配慮者利用施設の管理者向け説
明会の開催【H30.1.23】

未実施
・要配慮者利用施設の管理者向け説
明会の開催【H30.1.23】

Ｈ３０取組予定 継続 作成に向けた支援の実施 作成に向けた支援の実施
・説明会及び避難確保計画作成に協
力する。

・計画作成支援を行う

■ 被災すると社会経済に大きな影響を与える施設や基盤の保全を図る

平成28年度から継続
実施

・通水を阻害する堆積土砂・立木の撤
去について県と調整し優先箇所を定め
て順次実施

通水を阻害する堆積土砂・流木の撤
去について県と調整し優先箇所を定め
て順次実施

・河川状況の監視
・通水を阻害する堆積土砂・流木の撤
去について県と調整し優先箇所を定め
て順次実施

通水を阻害する堆積土砂・流木の撤
去について県と調整し優先箇所を定め
て順次実施

・河川整備状況を共有
・河川改修、水門、排水施設の長寿命
化について計画的に実施
・通水を阻害する堆積土砂・立木の撤
去について関係市と調整し優先箇所
を定めて順次実施

Ｈ２９取組状況 － ・河川状況の監視と県への報告
・河道掘削、立木伐採については、地
元、市町村の要望を踏まえて優先箇
所について実施

Ｈ３０取組予定 － ・河川状況の監視と県への報告
・河道掘削、立木伐採については、地
元、市町村の要望を踏まえて優先箇
所について実施

毎年継続実施
・排水施設、排水資機材等の情報の
共有

排水施設、排水資機材等の情報の共
有

・排水施設、排水資機材等の情報の
共有

・排水施設、排水資機材等の情報の
共有

・排水施設、排水資機材等の情報の
提供
・排水計画策定に関する助言

・排水施設、排水資機材等の情報の
共有
・長期にわたり浸水が継続し重要施設
（市町村庁舎等）が存する地域におい
て排水計画を作成

Ｈ２９取組状況
排水施設、排水資機材等の情報の共
有

排水施設、排水資機材等の情報の共
有

排水施設、排水資機材等の情報の共
有

排水施設、排水資機材等の情報の共
有

・平成29年度水防計画により排水施
設、排水機材の情報共有

Ｈ３０取組予定
排水施設、排水資機材等の情報の共
有

排水施設、排水資機材等の情報の共
有

排水施設、排水資機材等の情報の共
有

排水施設、排水資機材等の情報の共
有

・平成30年度水防計画により排水施
設、排水機材の情報共有

平成29年度から継続
実施

・災害拠点施設に対する情報伝達体
制・方法について共有を図る

・自衛水防推進に関する支援

・浸水想定区域内の庁舎や災害拠点
病院等に対する情報伝達体制・方法
の共有
・浸水想定区域内の市庁舎の機能確
保のため、耐水化・非常用電源等の必
要な対策について、協議会で共有

Ｈ２９取組状況
市役所庁舎:浸水想定区域外
市立病院:浸水想定区域外

－

Ｈ３０取組予定
市役所庁舎:浸水想定区域外
市立病院:浸水想定区域外

－

10

※要配慮者利用施設の管理者が策定す
る避難確保計画作成支援

　・施設管理者向けの説明会を開催（平
成29年1月～2月）
　・モデル施設で作成する避難確保計画
を協議会の場で共有

圏域

13

※市町村庁舎等の災害拠点施設の自衛
水防の推進

　・浸水想定区域内の市町村庁舎や災
害拠点病院等に対する情報伝達体制・
方法の共有
　・浸水想定区域内の市町村庁舎の機
能確保のため、耐水化・非常用電源等
の必要な対策について、協議会で共有

圏域

11

※河川改修、堆積土砂の撤去等による
洪水氾濫を未然に防ぐ対策

　・河川整備状況を共有
　・河川改修、水門・排水施設の長寿命
化について計画的に実施
　・通水を阻害する堆積土砂・立木の撤
去について優先箇所を定めて順次実施

圏域

12

※排水施設、排水資機材等の情報を共
有

　・排水施設、排水資機材、備蓄水防資
機材等の共有
　・長期にわたり浸水が継続し重要施設
（市町村庁舎等）が存する地域において
排水計画作成

圏域
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